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会
員
の
皆

様
に
は
、
日

頃
よ
り
同
窓

会
活
動
に
温

か
い
ご
理
解
と
、
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
近
年
、
新
た

な
事
業
・
活
動
の
展
開
な
ど
も
加

わ
り
ま
し
て
、
諸
行
事
へ
の
参
加

者
は
増
加
と
と
も
に
各
層
に
広
が

る
な
ど
、
同
窓
会
活
動
は
着
実
に

前
進
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
年
３
月
、
第
67
回
卒
業
生
・

４
２
５
人
が
同
窓
会
通
常
会
員
に

入
会
し
、
ま
た
、
４
月
に
は
新
入

生
４
４
１
人
が
同
窓
会
の
在
校
会

　

こ
の
度
の

人
事
異
動
で

立
光
敏
弘
副

校
長
の
後
任

と
し
て
本
校
教
頭
か
ら
副
校
長
に

昇
任
し
ま
し
た
。
昨
年
度
に
も
増

し
て
、
職
責
の
重
さ
を
感
じ
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
る
と
と
も

に
母
校
発
展
の
た
め
に
貢
献
で
き

　

筑
紫
丘
高

校
同
窓
会
会

員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し

て
は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
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今
年
度
の
セ
ン
タ
ー
試
験
は
、

新
課
程
入
試
元
年
で
、
数
学
と
理

科
が
新
課
程
に
沿
っ
た
出
題
に
切

り
替
わ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
新

課
程
の「
生
物
」と
旧
課
程
の「
物

理
Ⅰ
」
の
平
均
点
に
20
点
以
上
の

開
き
が
出
た
た
め
、
17
年
ぶ
り
に

平
均
点
調
整
が
実
施
さ
れ
た
こ
と

が
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　

本
校
の
生
徒
諸
君
は
、「
世
界

に
貢
献
す
る
人
材
」
に
な
る
べ
く
、

果
敢
に
難
関
大
に
挑
戦
し
、
昨
年

に
引
き
続
き
素
晴
ら
し
い
成
果
を

挙
げ
ま
し
た
。
東
京
大
学
６
人
、

京
都
大
学
19
人
、
大
阪
大
学
23
人
、

一
橋
大
学
４
人
、
ま
た
国
公
立
医

学
部
医
学
科
に
は
過
去
最
高
の
21

人
が
合
格
し
ま
し
た
。
九
州
大
学

の
合
格
者
が
83
人
と
少
な
か
っ
た

大学等合格者数　（ ）内は現役　H27.4.1現在
学校名 平成27年 平成26年 平成25年

国
立
大
学

九 州 大 83（50） 135（87） 132（86）
九州工業大 24（15） 10（5） 14（10）
大 阪 大 23（15） 15（9） 9（4）
京 都 大 19（10） 14（6） 6（3）
福岡教育大 17（15） 12（10） 10（9）
熊 本 大 12（9） 21（13） 17（10）
長 崎 大 12（6） 3（1） 14（8）
鹿 児 島 大 11（5） 3（2） 7（2）
佐 賀 大 10（7） 12（10） 15（10）
広 島 大 7（6） 5（1） 10（6）
東 京 大 6（4） 14（8） 8（2）
北 海 道 大 6（3） 2（2） 4（1）
一 橋 大 4（4） 2（1） 2（2）
横浜国立大 4（3） 6（1） 6（3）
神 戸 大 4（2） 6（4） 8（6）
筑 波 大 3（2） 7（5） 3（3）
岡 山 大 3（2） 0（0） 2（0）
信 州 大 3（2） 2（2） 1（1）
山 口 大 3（1） 3（2） 2（1）
香 川 大 3（1） 0（0） 0（0）
千 葉 大 3（1） 5（3） 0（0）
東京工業大 2（2） 3（1） 4（4）
東京学芸大 2（1） 3（2） 2（1）
東 北 大 2（1） 2（1） 1（1）
鳥 取 大 2（0） 0（0） 0（0）
大 分 大 2（1） 2（2） 1（0）

公立
大学

福岡女子大 11（11） 18（16） 3（3）
北九州市立大 4（3） 0（0） 7（5）

国公立大学合計 298
（187）

326
（209）

303
（183）

私
立
大
学

西南学院大 114（101）134（106） 116（88）
福 岡 大 114（74） 106（46） 77（33）
立 命 館 大 66（23） 68（20） 68（32）
東京理科大 47（9） 25（5） 25（3）
同 志 社 大 46（13） 59（15） 40（15）
明 治 大 31（12） 32（4） 31（10）
早 稲 田 大 19（10） 31（8） 20（9）
中 央 大 17（9） 34（5） 14（6）
慶應義塾大 16（6） 14（4） 16（6）
法 政 大 14（7） 10（1） 11（4）
関西学院大 14（5） 22（3） 14（7）
青山学院大学 11（6） 0（0） 0（0）
近 畿 大 10（2） 0（0） 8（3）
中村学園大 9（9） 15（13） 8（8）

私立大学合計 636
（326）

665
（275）

559
（275）

大学校・短大学・
専門学校等 13（12） 15（11） 19（11）

会
長
　
門も
ん

司じ

　
稔

員
に
加
わ
り
、
私
た
ち
の
仲
間
入

り
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
員

の
皆
様
に
は
、
心
か
ら
の
歓
迎
の

意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
同
窓
会

活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
の
新
た
な
事
業
・
活
動
に

つ
い
て
付
言
し
ま
す
と
、
平
成
24

年
に
創
設
さ
れ
た
在
校
生
の
進
学

費
用
支
援
等
を
目
的
と
す
る
「
教

育
支
援
基
金
」
は
、
皆
様
の
温
か

い
ご
支
援
の
お
か
げ
で
基
金
規
模

は
当
初
想
定
し
た
一
定
額
に
近
づ

き
、
安
定
的
な
運
営
が
望
め
る
状

況
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
に
発
足
し
た

女
性
の
会
「
丘
女
会
」
は
、
母
校

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
度
の

人
事
異
動
に
よ
り
、
上
原
洋
佑
校

長
の
後
任
と
し
て
着
任
い
た
し
ま

し
た
。
県
下
で
も
屈
指
の
歴
史
と

伝
統
を
持
つ
筑
紫
丘
高
校
で
、
21

世
紀
を
リ
ー
ド
し
、
世
界
に
貢
献

す
る
人
材
の
育
成
に
努
め
、
生
徒

の
夢
や
志
の
実
現
の
た
め
力
を
尽

く
す
こ
と
が
で
き
ま
す
の
は
私
に

と
っ
て
こ
の
上
な
い
喜
び
で
ご
ざ

い
ま
す
。
微
力
な
が
ら
本
校
の
発

展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
同
窓
会
会
員
の
皆
様
の

多
大
な
る
ご
協
力
を
得
て
実
施
し

て
お
り
ま
す
「
社
会
人
講
演
会
」

や
「
東
京
研
修
」
は
、
本
校
教
育

活
動
に
お
い
て
非
常
に
意
義
の
あ

で
開
催
さ
れ
る
秋
の
イ
ベ
ン
ト
を

は
じ
め
女
性
な
ら
で
は
の
ユ
ニ
ー

ク
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
本
部
の
活
動
の
ほ
か
、

基
幹
支
部
の
首
都
圏
同
窓
会
お
よ

び
大
阪
支
部
に
お
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
地
域
特
性
を
活
か
し
た
特
長

あ
る
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
母
校
は
、
今
年
開
校
89

年
目
を
迎
え
、
創
立
90
周
年
の
記

念
行
事
ま
で
残
す
と
こ
ろ
２
年
ほ

ど
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
節
目
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
当
面
す
る
最

大
の
テ
ー
マ
は
老
朽
化
し
た
母
校

校
舎
全
面
改
築
の
実
現
で
あ
り
ま

す
。
記
念
行
事
の
際
に
は
、
新
校

舎
の
青
写
真
を
関
係
者
の
皆
様
に

披
露
で
き
ま
す
よ
う
、
こ
れ
ま
で

陳
情
活
動
等
を
進
め
て
き
た
母
校

関
係
者
に
よ
る
「
校
舎
全
面
改
築

促
進
期
成
会
」
を
軸
に
、
早
期
実

現
に
向
け
て
引
き
続
き
県
当
局
に

働
き
か
け
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
同
窓
会
、
並
び
に
母

校
発
展
の
た
め
、
本
・
支
部
役
員

お
よ
び
幹
事
一
同
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
何
と
ぞ
ご
支
援
、

ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

真
海
　
誠
司 

副
校
長

松
尾
　
圭
子 

校
長

  

同
窓
会
の

　 

ご
支
援
に
感
謝

  

着
任
の

　 

　
ご
あ
い
さ
つ

る
こ
と
に
大
き
な
喜
び
を
感
じ
て

い
ま
す
。

　

さ
て
、
未
来
へ
の
飛
躍
に
向
け

た
生
徒
一
人
一
人
の
大
き
な
夢
や

高
い
志
を
育
て
る
上
で
、
特
に
重

要
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
の
が
、

同
窓
会
総
会
の
日
に
行
っ
て
い
る

社
会
人
講
演
会
や
夏
の
東
京
研
修

で
す
。

　

昨
年
６
月
の
社
会
人
講
演
会
で

は
、
37
回
生
を
中
心
に
二
十
数
人

の
方
に
講
座
を
開
い
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
８
月
の
東

京
研
修
に
は
約
２
０
０
人
の
２
年

生
を
団
長
と
し
て
引
率
し
、
社
会

人
の
方
と
現
役
大
学
生
の
方
を
お

招
き
し
て
、
生
徒
と
の
交
流
会
を

持
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
行
事
も
社
会
の
第
一

線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
同
窓
生
の

先
輩
に
直
に
接
す
る
こ
と
で
、
生

徒
た
ち
は
大
き
な
刺
激
を
受
け
、

将
来
の
夢
や
高
い
志
を
育
む
上
で

十
分
な
成
果
が
あ
っ
た
と
確
信
し

て
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た

同
窓
生
の
皆
様
に
、
こ
の
場
を
借

り
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
11
月
、
首
都
圏
同

窓
会
へ
お
招
き
い
た
だ
い
た
際
、

首
都
圏
同
窓
会
で
も
、
大
学
生
の

就
職
活
動
を
応
援
す
る
取
り
組
み

を
熱
心
に
行
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と

を
知
り
、
本
当
に
あ
り
が
た
く
思

い
ま
し
た
。

　

同
窓
生
の
皆
様
に
、
母
校
筑
紫

丘
の
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
を
心
か

ら
誇
り
に
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
学
校
づ
く
り
に
、
副
校
長
と

し
て
鋭
意
努
力
す
る
所
存
で
す
。

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
母
校
の
教

育
活
動
に
対
し
、
昨
年
度
に
も
増

し
て
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
高
31
）

　
学
校
・
同
窓
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
丘

上
会
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
Ｏ
Ｂ
会
）

の
４
者
で
構
成
さ
れ
る
本
会
も
具

体
的
な
構
想
を
練
る
べ
く
「
企
画

部
会
」
の
下
に
、
よ
り
専
門
的
な

メ
ン
バ
ー
を
加
え
た
「
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
」
を
立
ち
上
げ
、
既

に
4
回
の
会
合
を
行
い
、
90
周
年

を
目
途
に
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
策

定
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

3
月
20
日
の
第
3
回
常
任
幹
事

会
当
日
、
こ
れ
ま
で
定
期
総
会
・

懇
親
会
の
席
上
で
乾
杯
の
音
頭
を

と
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
、

中
学
5
回
の
三
島
寿
永
美
先
輩
が

来
局
さ
れ
「
こ
の
と
こ
ろ
体
調
が

悪
く
定
期
総
会
に
も
昨
年
出
席
で

き
ず
、
今
年
も
参
加
で
き
そ
う
に

な
い
」
と
、
そ
の
旨
を
直
接
伝
え

ら
れ
た
上
で
、
昨
年
と
今
年
の
分

と
い
う
こ
と
で
教
育
支
援
基
金
を

持
参
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

◇

　

田
中
種
彦
（
高
33
）
緒
方
裕
二

（
高
29
）
高
19
一
同
、
三
島
寿
永

美
（
中
5
）
榎
本
秀
伸
（
高
17
）

江
濱
義
博（
高
33
）、加
藤
久
嘉（
定

15
）、
富
田
紘
（
高
12
）

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
こ
れ
ま
で
の

基
金
総
額
は
４
５
７
万
１
５
０
４

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

原 

稿 

募 

集

　

会
員
皆
様
の
エ
ッ
セ
イ
、
活
動

報
告
、
思
い
出
な
ど
の
原
稿
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
事
務

局
へ
。

 

難
関
校
に
挑
戦
　
成
果
挙
ぐ
大
学
等
合
格
者
数

の
は
や
や
残
念
で
す
が
、
九
州
外

の
難
関
大
学
や
医
学
部
を
目
指
す

生
徒
が
増
え
て
い
る
こ
と
の
影
響

が
出
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
妥
協
せ
ず
第
一
志
望
に
こ

だ
わ
る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
る

の
も
近
年
見
ら
れ
る
本
校
生
の
特

徴
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
同
窓
会

の
皆
様
に
は
、
社
会
人
講
演
会
・

東
京
研
修
を
は
じ
め
多
方
面
に
わ

た
っ
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と

も
本
校
の
確
か
な
発
展
の
た
め
に

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
重
ね
て

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
筑
紫
丘
高
校
進
路
指
導
部
）

る
取
り
組
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
「
東
京
研
修
」
は
私
が
本
校

で
学
年
主
任
を
し
た
時
に
始
め
た

取
り
組
み
で
し
た
が
、
今
日
ま
で

継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
り
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
し

た
。
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
先
生

方
と
企
画
・
立
案
し
、
50
人
ほ
ど

の
２
年
生
を
東
京
に
連
れ
て
行
っ

た
こ
と
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ

ま
し
た
。
各
界
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
先
輩
方
と
交
流
で
き
た
こ
と
は

生
徒
に
と
っ
て
大
い
な
る
財
産
と

な
り
、
東
京
大
学
を
は
じ
め
県
外

の
大
学
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
生

徒
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
先
輩
方

の
姿
は
在
校
生
に
と
っ
て
素
晴
ら

し
い
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

本
校
は
進
学
校
と
し
て
の
評
価

だ
け
で
な
く
、
人
間
性
豊
か
な
た

く
ま
し
い
人
材
の
育
成
を
目
指
す

教
育
の
王
道
を
歩
む
学
校
で
あ
り

続
け
る
こ
と
で
、
地
域
か
ら
の
信

頼
を
得
て
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
同
窓
会
会

員
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
本
校

教
育
の
振
興
お
よ
び
在
校
生
へ
の

母
校
愛
あ
ふ
れ
る
ご
支
援
や
激
励

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
着
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

教
育
支
援
基
金
受
付
名
簿

（
平
成
26
年
12
月
1
日
～
平

成
27
年
3
月
31
日
・
掲
載
は

受
け
付
け
順
、
敬
称
略
）

「
校
舎
全
面
改
築
促
進
期
成
会
」

今
年
度
も
ご
支
援
を
！
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中
学
12
卒
で
、
２
０
１
５
（
平

成
27
）
年
２
月
に
90
歳
で
亡
く

な
っ
た
四
島
司
氏
（
元
福
岡
シ

テ
ィ
銀
行
頭
取
）
の
お
別
れ
の
会

が
４
月
６
日
、
福
岡
市
博
多
区
の

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ハ
イ
ア
ッ
ト
福

岡
で
開
か
れ
た
。

　

福
岡
シ
テ
ィ
銀
行
（
旧
福
岡
相

互
銀
行
）
は
04
年
10
月
、
同
じ
地

場
の
西
日
本
銀
行
と
合
併
し
、
西

日
本
シ
テ
ィ
銀
行
と
な

り
、
四
島
氏
は
そ
れ
を
機

に
退
任
し
た
が
、
福
相
時

代
か
ら
社
長
、
頭
取
を
34

年
間
務
め
た
。
在
任
中
は

特
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

の
育
成
、
支
援
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
だ
。
お
別
れ

の
会
に
は
広
い
人
脈
を

築
い
た
四
島
氏
に
ふ
さ

わ
し
く
、
経
済
界
を
中
心

に
約
１
６
０
０
人
が
参

列
、
白
菊
の
花
を
捧
げ
て

別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

　

私
（
保
坂
）
は
合
併
前
の
７
、

８
年
間
、
記
者
と
し
て
経
済
も
担

当
し
た
関
係
で
、
記
者
会
見
な

ど
で
幾
度
と
な
く
お
会
い
し
た
が
、

い
つ
も
穏
や
か
な
対
応
で
、
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
な
バ
ン
カ
ー
と
い

う
印
象
で
あ
っ
た
。
銀
行
の
会
議

室
に
は
現
代
絵
画
の
作
品
な
ど
が

飾
っ
て
あ
り
、
こ
の
方
面
で
も
造

詣
が
深
く
、
ま
た
、
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
を
20
回
も
旅
し
て
＂
異
文
化
＂

に
興
味
を
示
し
た
。

　

慶
応
義
塾
大
経
済
学
部
に
進
学
、

卒
業
後
、
福
相
に
入
り
。
44
歳
で

社
長
に
就
任
。
激
戦
の
福
岡
金
融

界
で
晩
年
ま
で
存
在
感
を
示
し
た
。

　

勲
二
等
瑞
宝
章
（
平
成
７
年
）

　

正
五
位
（
同
27
年
）

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。 

（
高
13　

保
坂
晃
孝
）

　

こ
の
度
、
新
規
採
用
で
ま
い
り

ま
し
た
高
55
の
花
田
努
で
す
。

　

私
が
担
当
す
る
学
年
、
教
科
・

科
目
は
２
学
年
の
地
歴
公
民
科
・

日
本
史
で
す
。
部
活
動
は
山
岳
部

の
顧
問
に
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

３
月
末
に
上
原
前
校
長
か
ら
新

規
採
用
の
お
電
話
を
い
た
だ
き
、

う
れ
し
さ
と
と
も
に
、
非
常
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

４
月
１
日
に
母
校
の
門
を
く
ぐ
る

と
満
開
の
桜
が
迎
え
て
く
れ
ま
し

た
。在
校
時
と
変
わ
ら
な
い
校
舎
・

講
堂
な
ど
を
見
る
と
ふ
と
在
校
時

　

平
成
27
年
２
月
27
日
、
本
校
講

堂
に
お
い
て
同
窓
会
入
会
式
を
行

い
ま
し
た
。
第
67
回
生
は
男
子

２
３
３
人
、
女
子
１
９
２
人
の
計

４
２
５
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
入

会
式
で
は
、
門
司
会
長
の
あ
い
さ

つ
、
上
原
校
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
卒
業
生
へ
の
記
念
品
贈
呈
を
行

い
、
今
年
の
定
期
総
会
へ
の
参
加

呼
び
か
け
を
は
じ
め
と
し
て
同
窓

会
の
行
事
・
活
動
内
容
等
に
つ
い

て
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。

　

第
64
回
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
全
国
大
会
（
平
成
26
年
８

月
21
日
～
23
日
）
が
、
福
井
県
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
大
会
に
お

い
て
、
筑
紫
丘
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
「
平
成
26
年
度
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文

部
科
学
大
臣
表
彰
」
を
受
賞
し
ま

し
た
。
同
表
彰
は
、
全
国
公
立
高

等
学
校
（
約
４
０
０
０
校
）
か
ら

31
校
が
表
彰
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の

一
年
一
年
の
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
受
賞
を
契
機

と
し
て
、
引
き
続
き
、
在
校
生
保

護
者
並
び
に
教
職
員
一
丸
と
な
っ

学
校
人
事

　

平
成
27
年
度
の
人
事
異
動
は
別

表
の
と
お
り
で
す
。
上
原
洋
祐
校

長
と
稲
永
政
宏
参
事
兼
事
務
長

（
高
25
）
が
定
年
で
ご
退
職
さ
れ

ま
し
た
。
真
海
誠
司
副
校
長
（
高

31
）
は
校
内
で
の
昇
任
で
す
。
広

瀬
和
洋
教
諭
（
高
35
）
は
筑
紫
中

央
高
校
へ
の
転
任
で
す
。
な
お
、

新
規
採
用
と
な
ら
れ
た
花
田
努
教

諭
は
高
55
で
す
。

花
田
　
努 

教
諭

筑
紫
丘
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
文
部
科
学
大
臣
表
彰

四
島
氏
の
お
別
れ
会

新
任
あ
い
さ
つ

の
記
憶
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

　

私
は
平
成
12
年
４
月
に
本
校
に

入
学
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
入
学

式
の
際
に
、
ほ
と
ん
ど
の
新
入
生

が
校
歌
を
歌
わ
ず
、
応
援
団
長
か

ら
厳
し
い
指
導
を
受
け
た
こ
と
に

非
常
に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
そ

の
後
の
校
歌
指
導
も
含
め
て
３
年

間
の
高
校
生
活
を
通
じ
て
も
一
番

記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
新
規
採
用
で
母
校
に

赴
任
で
き
た
こ
と
に
喜
び
を
感
じ

つ
つ
、
来
た
る
90
周
年
、
そ
し
て

１
０
０
周
年
に
む
け
て
、
こ
れ
か

ら
の
本
校
の
発
展
と
後
輩
の
生
徒

た
ち
の
成
長
に
最
大
限
の
努
力
を

も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

（
高
55
）

て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
励
ん
で
い
き

ま
す
。

　
（
前
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
金
堂
円
一
郎
）

平成27年度先生の異動一覧

文科大臣表彰を受けたＰＴＡ役員＝福井市で

四島氏の遺影に生花を捧げる参列者

転入等
補職名等 氏　名 前　任

校　長 松尾　圭子 高校教育課

副校長 真海　誠司 筑紫丘高

教　頭 渡部　一雄 久留米高

参事兼事務長 井ノ口光章 アクシオン

主幹教諭 宮本　智朗 筑紫丘高

教　諭 山下　　健 筑紫中央高

教　諭 津留　　聡 須恵高

教　諭 藤澤　由華 宇美商業高

教　諭 永留　美香 福岡中央高

主任実習助手 黒木由香美 筑紫中央高

主任実習助手 良永　智子 福岡農業高

教　諭 花田　　努 新規採用

教　諭 北川　晃輔 新規採用

学校司書 和高かすみ 田川高

転　出
補職名等 氏　名 転出先新職名

校　長 上原　洋祐 定年退職

副校長 立光　敏弘 県教育センター
主任指導主事

教　頭 真海　誠司 筑紫丘高副校長
参事兼事務長 稲永　政宏 定年退職
教　諭 宮本　智朗 筑紫丘高主幹教諭
主幹教諭 豊野　　育 城南高指導教諭
教　諭 広瀬　和洋 筑紫中央高
教　諭 占部　正己 定年退職
教　諭 久保田淳葵 春日高
教　諭 竹田　博美 定年退職
教　諭 綿村　博文 香住丘高
教　諭 豊田　　恵 修猷館高

主任実習助手 小堀美保代 福岡高
主任実習助手 高村りか子 福岡農業高
事務主査（司書） 藤木菜美子 春日高

上
原
　
洋
祐 

前
校
長

稲
永
　
政
宏 

前
事
務
長

退
職
に
当
た
っ
て

退
職
に
当
た
っ
て

　

校
長
と
し

て
着
任
し
て

か
ら
の
２
年

間
は
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

「
21
世
紀
を
リ
ー
ド
し
、
世
界
に

貢
献
す
る
人
材
を
育
成
す
る
」
と

い
う
崇
高
な
目
標
実
現
に
向
け
、

や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
仕
事
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
結
果

に
つ
い
て
は
、
後
年
、
審
判
が
下

さ
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
私

の
人
生
に
と
り
ま
し
て
は
、
平
成

　

馬
齢
を
重
ね
今
年
の
２
月
で
60

歳
に
な
り
、
定
年
退
職
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
公
務
員
と

し
て
37
年
間
、
最
後
の
勤
務
が
母

校
の
筑
紫
丘
高
校
で
し
た
。
ほ
ぼ

40
年
ぶ
り
に
「
丘
上
立
（
お
か
の

う
え
に
た
つ
）」
た
印
象
は
、
生

徒
は
「
健
康
（
す
こ
や
か
）」
か

つ
「
叡
智
（
さ
と
い
）」
と
い
う

17
年
度
か
ら
の
10
年
間
の
半
分
を

本
校
管
理
職
と
し
て
過
ご
す
と
い

う
、
掛
け
替
え
の
な
い
時
間
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
８
月
、
あ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
本
校
教
育
を
紹
介
し
た
際
、

パ
ネ
ラ
ー
で
あ
っ
た
安
西
祐
一
郎

氏
（
日
本
学
術
振
興
会
理
事
長
兼

中
央
教
育
審
議
会
会
長
）、
麻
生

泰
氏
（
九
州
経
済
連
合
会
会
長
）

か
ら
筑
紫
丘
の
運
動
会
と
教
育
に

つ
い
て
素
晴
ら
し
い
と
高
い
評
価

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
、

伝
統
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
よ
り

高
い
頂
に
向
か
っ
て
、
筑
紫
丘
は

ま
す
ま
す
躍
進
し
て
い
く
も
の
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の

も
の
で
す
。
進
路
、
部
活
と
も
す

ば
ら
し
い
実
績
を
挙
げ
て
お
り
、

自
分
の
高
校
生
時
代
と
は
隔
世
の

感
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
も
生
徒
や
先
生
方
の
が
ん

ば
り
は
も
と
よ
り
同
窓
会
の
力
が

大
き
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
同

窓
会
の
方
々
に
は
今
後
と
も
物
心

両
面
に
わ
た
る
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

を
い
た
だ
き
、
筑
紫
丘
高
校
の
さ

ら
な
る
発
展
に
寄
与
さ
れ
る
こ
と

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

２
年
と
い
う
短
い
期
間
で
し
た

が
、
同
窓
会
、
特
に
門
司
会
長
を

は
じ
め
同
窓
会
事
務
局
の
方
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（高

25
） 

今
後
も
支
援
を
お
願
い

濃
密
な
時
間
過
ご
す

ご
厚
意
に
感
謝
申
し
上
げ
、
退
職

の
お
礼
と
致
し
ま
す
。

同
窓
会
入
会
式

　

｢

丘
女
会｣

が
発
足
し
た
こ
と

は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
若
い
人

達
の
会
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
昨
年
下
関
に
い
る
同
級

生
か
ら｢

丘
女
会
の
講
演
会
が
あ

る
け
ど
出
席
者
が
少
な
い
の
で
参

加
し
て
ほ
し
い｣

と
の
電
話
が
あ

り
、｢

エ
ッ
、な
ぜ
あ
な
た
が
知
っ

て
い
る
の
？｣

と
い
う
思
い
を
抱

き
な
が
ら
、
も
う
１
人
誘
っ
て
３

人
で
出
席
し
ま
し
た
。
う
え
や
ま

　

平
成
27
年
度
統
一
地
方
選
挙
で

次
の
方
々
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

福
岡
県
議
会
議
員　

中
牟
田
伸
二

（
高
28
）・
堤
か
な
め
（
高
31
）

福
岡
市
議
会
議
員　

光
安
力
（
高

19
）・
堀
内
徹
夫
（
高
33
）・
川
上

晋
平
（
高
42
）・
田
中
慎
介
（
高

49
）

春
日
市
議
会
議
員
　
岩
淵
穣
（
高

37
）

菊竹幸子作・和紙ちぎり絵「釧路」

統
一
地
方
選
挙 

当
選
を
祝
う

と
ち
さ
ん
、
Ｃ
Ｓ
の
松
田
由
美
子

さ
ん
の
楽
し
い
講
演
が
あ
り
、
こ

れ
か
ら
も
ぜ
ひ
連
絡
し
て
ほ
し
い

と
、
お
願
い
し
た
次
第
で
す
。

　

こ
こ
で
私
達
の
入
学
の
頃
を
振

り
返
っ
て
み
ま
す
。
昭
和
31
年
入

学
、
男
子
３
６
０
人
、
女
子
93
人

の
８
ク
ラ
ス
で
そ
の
う
ち
女
子
の

み
が
１
ク
ラ
ス
と
17
人
ず
つ
２
ク

ラ
ス
が
男
女
ク
ラ
ス
で
し
た
。
こ

の
年
に
お
向
か
い
に
純
真
高
校
が

開
校
し
、
私
達
女
子
を
さ
し
お
い

て
男
子
生
徒
達
は
そ
わ
そ
わ
し
て

い
た
よ
う
で
す
。
私
は
幸
か
不
幸

か
３
年
間
女
子
ク
ラ
ス
、
お
か
げ

で
、
ズ
ー
ッ
と
万
年
幹
事
を
し
て

い
ま
す
。

　

毎
年
、
同
窓
会
に
は
50
～
60
人

（
関
東
や
関
西
か
ら
も
） 

出
席
し

ま
す
。
女
子
は
15
人
ほ
ど
。
昨
年

は
男
子
の｢

黒
田
節｣

や
手
品
、

「
丘
女
会
」だ
よ
り

「
和
紙
ち
ぎ
り
絵
」を

�

教
え
て
い
ま
す

女
子
は
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま

し
た
。
来
年
は
喜
寿
を
迎
え
ま

す
。
還
暦
は
京
都
に
行
き
ま
し
た

が
、
つ
ぎ
は
ど
こ
に
行
こ
う
か
と

目
下
思
案
中
で
す
。
な
お
私
ご
と

で
す
が
、
退
職
後
に
趣
味
で
始
め

た
『
和
風
ち
ぎ
り
絵
』
で｢

ア
ク

ロ
ス｣

や｢

も
も
ち
パ
レ
ス｣

等
で
講
師
と
し
て
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
和
紙
が
世
界
無
形
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
て
責
任
を
感
じ
な
が

ら
の
こ
の
頃
で
す
。

〈
高
11
（
イ
レ
ブ
ン
会
）〉

　
　
　
　
　
　
　
　

菊
竹 

幸
子
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い
メ
ン
バ
ー
と
共
に
、
２
０
１
４

年
４
月
に
任
意
団
体
「
障
が
い
支

援
☆
福
岡
お
や
じ
た
い
」
を

設
立
い
た
し
ま
し
た
。
現

在
、
メ
ン
バ
ー
は
27
人
。
団

体
名
ど
お
り
の
父
親
の
み

で
、
親
子
ほ
ど
年
が
離
れ

た
59
歳
か
ら
32
歳
ま
で
の

メ
ン
バ
ー
。
年
齢
だ
け
で

な
く
、
職
業
・
職
種
・
生

活
環
境
が
違
う
者
の
集
ま

り
で
す
。
同
窓
生
メ
ン
バ
ー

も
37
・
38
・
54
回
が
各
１
人
、

参
加
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
中
23
人
が
自

分
の
子
ど
も
に
重
度
か
ら

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
し
な
が

ら
、
知
的
障
が
い
に
関
わ
り
の
深

ミャンマーの
和
平
に
尽
力

遺
骨
調
査
の
中
心
に
も

井
本
勝
幸
さ
ん（
高
35
）

「障がい支援☆福岡おやじたい」のメンバー

「
障
が
い
支
援
☆

　

福
岡
お
や
じ
た
い
」を
設
立

吉
田
正
弘（
高
26
）

第
１
回
の

昼
食
会
開
催

高
３
回（
光
燦
会
）

　

天
神
テ
ル
ラ
ビ
ル
７
階
ホ
ー
ル

に
て
平
成
26
年
９
月
26
日
午
後
０

時
半
よ
り
開
催
さ
れ
た
。
福
岡
地

区
36
人
の
参
加
と
な
っ
た
。

　

光
燦
会
同
窓
会
総
会
は
昨
年
で

終
わ
っ
た
。
昼
食
会
は
高
齢
で
も

集
ま
り
や
す
い
天
神
に
会
場
を
移

し
た
。

　

石
橋
憲
行
代
表
世
話
人
の
も
と

　

東
南
ア
ジ
ア
に
位
置
す
る
ミ
ャ

ン
マ
ー
連
邦
共
和
国
の
和
平
実
現

に
駆
け
回
る
ひ
と
り
の
日
本
人
が

い
ま
す
。
そ
の
名
は
「
ビ
ル
マ
の

ゼ
ロ
フ
ァ
イ
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る

井
本
勝
幸
さ
ん
（
高
35
）。

　

井
本
さ
ん
は
、
東
京
農
業
大
学

で
農
学
を
、
そ
し
て
立
正
大
学

で
仏
教
学
を
学
ば
れ
て
い
ま
す
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
主
要
産
業
は
農
業

で
あ
り
、
ま
た
国
民
の
９
割
が
仏

教
徒
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

井
本
さ
ん
の
経
歴
が
ミ
ャ
ン
マ
ー

で
の
活
動
に
大
き
く
結
び
つ
い
て

い
る
の
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

　

２
０
１
１
年
、
井
本
さ
ん
は

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
和
平
実
現
に
身
を

捧
げ
る
べ
く
、
単
身
そ
の
大
地
に

新
世
話
人
５
人
体
制
で
の
１
回
目

の
光
燦
会
昼
食
会
で
あ
っ
た
。
奥

さ
ん
の
送
迎
で
途
中
退
席
の
森
住

晃
君
の
姿
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以

外
は
今
年
も
出
席
者
の
元
気
な
姿

が
見
ら
れ
た
。

　

お
い
し
い
た
く
さ
ん
の
食
事
と

ビ
ー
ル
を
共
に
し
、
旧
交
を
温
め

る
こ
と
が
で
き
た
。
最
後
の
男
子

学
年
と
あ
っ
て
他
学
年
も
う
ら
や

む
男
の
絆
に
結
ば
れ
た
男
同
士
の

会
合
で
あ
っ
た
。

　

校
歌
や
応
援
歌
の
合
唱
も
な
く

簡
素
な
昼
食
会
で
あ
っ
た
が
、
和

降
り
立
ち
ま
し
た
。
四
輪
駆
動
の

愛
車
に
「
ゼ
ロ
・
フ
ァ
イ
タ
ー
」

と
名
付
け
、
そ
の
思
い
は
全
て
を

ゼ
ロ
か
ら
始
め
る
こ
と
で
し
た
。

ゼ
ロ
は
、
仏
教
の
根
本
原
理
の

「
空
」
に
通
じ
、
無
限
の
可
能
性
、

無
欲
の
出
発
点
を
意
味
し
ま
す
。

軽
度
の
知
的
障
が
い
が
あ
り
ま
す
。

仕
事
を
理
由
に
子
ど
も
を
受
け
入

れ
ず
、
な
か
な
か
向
き
合
わ
な
い

父
親
が
大
半
の
中
、
父
親
た
ち
だ

け
の
支
援
・
運
営
団
体
は
、
九
州

で
は
初
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
し
、

お
母
さ
ま
方
と
は
違
っ
た
視
点
・

切
り
口
で
、
人
脈
を
い
か
し
た
活

動
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

14
年
の
暮
れ
に
、
中
村
学
園
大

学
で
団
体
と
し
て
初
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。
広
く
一
般
の

方
々
に
、
知
的
障
が
い
が
あ
る
子

ど
も
た
ち
の
こ
と
を
よ
り
深
く
ご

理
解
い
た
だ
い
て
の
共
生
社
会
実

現
へ
の
一
助
と
な
れ
そ
う
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
企
画
・
実
行
い
た
し
ま

し
た
。
今
年
も
12
月
20
日
（
日
）

に
博
多
区
千
代
の
パ
ピ
ヨ
ン
24
ガ

ス
ホ
ー
ル
で
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
予

定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ 

ご
声
援
を

気
あ
い

あ
い
の

内
に
２
時

間
を
過
ご

し
た
。
よ

り
元
気
な

姿
で
の
再

会
を
誓
っ

て
散
会
し

た
。

　

石
橋
代
表
世
話
人
の
提
案
で
平

成
27
年
も
当
会
場
で
９
月
の
第
４

金
曜
日
の
開
催
が
了
承
さ
れ
た
。

 

（
文
責　

高
橋
栄
敏
）

　

井
本
さ
ん
は
和
平
実
現
に
対
し

て
だ
け
で
な
く
、
旧
日
本
軍
兵

士
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
／
ビ
ル
マ
御

遺
骨
帰
国
運
動
に
ま
で
幅
広
く
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
、
戦
後

70
年
を
迎
え
ま
す
。
国
外
で
戦

死
し
、
い
ま
だ
日
本
に
戻
っ
て
い

な
い
遺
骨
の
数
は
、
全
戦
没
者
約

２
４
０
万
の
う
ち
の
半
数
近
く
に

の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
よ
う

や
く
動
き
出
し
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
で

の
遺
骨
調
査
、
そ
の
調
査
の
中
心

に
井
本
さ
ん
が
い
る
の
で
す
。

　

詳
し
く
は
、「
ビ
ル
マ
の
ゼ
ロ

フ
ァ
イ
タ
ー
」（
井
本
勝
幸
著
／

集
広
舎
刊
）
に
、
和
平
実
現
に
む

け
て
の
軌
跡
が
書
か
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

日
本
人
と
し
て
精
力
的
に
活
動

し
て
い
る
井
本
さ
ん
、
そ
の
視
線

の
先
に
は
、
チ
ベ
ッ
ト
ま
で
見
渡

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

田
中
保
彦
（
高
35
）

昼
食
会
で
も
意
気

軒
昂
な
光
燦
会

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

待
ち
望
ん
だ
一
人
息
子
が
生
ま

れ
て
き
て
く
れ
た
時
、
高
校
は
筑

紫
丘
に
行
っ
て
く
れ
る
の
が
夢
で

し
た
。
夢
は
も
ろ
く
も
は
か
な
く

消
え
去
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

障
が
い
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
と
、

そ
の
親
た
ち
と
が
広
く
社
会
に
対

し
て
、
そ
の
役
割
と
使
命
が
必
ず

あ
る
こ
と
を
強
く
信
じ
て
、
私
ど

も
の
活
動
の
ご
報
告
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
お
読
み
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

遺骨調査にもたずさわる井本さん

「障がい支援☆福岡おやじたい」Facebookページ
https://www.facebook.com/fukuoka.oyajitai
※「福岡おやじたい」で、ご検索ください。

　

毎
年
４
月
に
な
る

と
、
様
々
な
「
移
ろ

い
」
を
強
く
意
識
す

る
よ
う
に
な
る
。
時

間
、
季
節
、
新
し
い

職
員
、
新
し
い
ク
ラ

ス
、
新
し
い
生
徒
達
、
新
し
い
教

室
な
ど
、
そ
の
数
に
限
り
が
な
い
。

　

私
は
現
在
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

の
顧
問
を
し
て
い
る
。
本
校
の
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
は
少
し
離
れ
た
場
所

に
あ
り
、
部
活
の
時
は
私
も
生
徒

達
も
歩
い
て
移
動
す
る
。
こ
の
時

も
様
々
な
「
移
ろ
い
」
を
感
じ
る
。

天
気
、
桜
、
草
木
、
生
徒
達
の
言

動
な
ど
、
季
節
の
変
化
や
生
徒
達

の
成
長
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
。

　

時
々
、
現
役
の
筑
高
生
だ
っ
た

こ
ろ
を
思
い
出
す
。
昭
和
56
年
の

入
学
時
、
硬
式
テ
ニ
ス
愛
好
会
に

入
部
し
た
。
当
時
は
正
式
な
部
活

で
は
な
か
っ
た
。
初
心
者
で
あ
っ

た
が
熱
中
し
た
。
大
橋
駅
近
く
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
往
復
し
た
り
、

春
日
公
園
コ
ー
ト
に
移
動
し
て
練

習
し
た
。
２
年
次
に
運
動
場
の
改

修
工
事
が
終
了
し
、
端
に
５
面
の

コ
ー
ト
が
で
き
、
同
好
会
に
昇
格

し
た
。
同
時
に
移
動
生
活
は
終

わ
っ
た
。
３
年
次
に
部
に
昇
格
し

た
。
こ
の
よ
う
な
「
移
ろ
い
」
の

中
で
過
ご
し
た
現
役
時
代
で
あ
っ

た
。
下
手
な
ま
ま
だ
っ
た
が
、
引

退
ま
で
少
し
で
も
向
上
し
た
く
て

燃
え
た
記
憶
が
鮮
烈
に
残
る
。

　

現
役
時
代
、
そ
し
て
母
校
に
赴

任
し
て
以
来
、
時
、
場
、
人
な
ど

筑
高
で
の
様
々
な
「
移
ろ
い
」
の

中
で
過
ご
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の

様
々
な
経
験
の
蓄
積
が
、
真
の
筑

高
生
と
し
て
の
自
覚
を
醸
成
し
、

人
間
と
し
て
の
成
長
を
促
進
さ
せ

て
い
る
の
だ
、
と
確
信
し
て
い
る
。

（
高
36　

Ｙ
・
Ｉ
）

宴座

☆「総会幹事の私たちの
思いは…」　
� 船越哲朗（実行委員長）
　「丘友」…筑紫丘で過
ごした私達は、過ごした期

間は３年間ですが、そこから今日に続い
ています。卒業後それぞれの道を歩み
離れ離れになっても、それから何十年と
いう時が経っていても、再会すると何だ
か懐かしくホッとするような気持ちになれる、
そんな「友」に私達は筑紫丘で出会っ
ていたのです。丘に集った私達は、永く
友である、そんな思いで「丘友」の言
葉を選びました。
　「おかとも」「きゅうゆう」…みなさんが
思うように読んでいただけたら幸いです。
　「みんなに会えてよかった」…丘で
過ごした間に出会った級友や先輩後輩、
先生方、会えてほんとによかった！卒業
後も、進学した大学で、就職先で、取
引先で、趣味の世界で…いろいろなシー
ンで新たに出会う丘友もあり、そんなみ
なさんに同窓会総会で再会できるなんて、
みんなに会えてほんとによかった！
　来年は、今年会えなかった人にも会え
るかも！？
　丘友であるみなさんとここで再会できる
ことを楽しみにしています！

☆　テーマ『丘友～みん
なに会えてよかった』の
想い� 松田美穂
　高校を卒業して30年、今
となってはあっという間でし

たが、大学、大学院進学、留学、そし
て現職（研究、教育）に就き、仕事や
家族や様々なことに一杯一杯になりなが

ら走ってきました。同窓会にはよく出てい
ましたが、みんなに会える！という楽しみ
だけで何か特別な意義や思いを寄せて
いた訳ではありませんでした。
　そんなアラサーからアラフォーになると、
何だか同窓会が気になり始めました。
　同級生に会えることの素晴らしさ、毎
年会えることが奇跡なんだ、人生におい
て素敵な出会いを実は10代の頃にして
たんだ、これを大切にしていかなければ！
と思い始めました。そしてほどなく同窓会
総会の幹事学年になるという、私にとっ
てはこの幹事学年時にその思いが最高
潮に達するように、神様に？導かれてい
たのかもしれません。そんな思いを言葉
にしたら「みんなに会えてよかった」にな
りました。同級生みんなでつくり上げる今
年の同窓会総会！先輩、後輩の皆さん
と一緒に楽しみながら開催致します！

☆「アンダー38の会開
催報告」　� 中西賢太
　２月28日、ソラリア西鉄ホ
テル「トランスブルー」に
おいてアンダー38の会を開

催いたしました。当日は今年度総会当
番幹事の私達38回と、各卒業回より後
輩数人ずつ、総勢110人が参加しました。
今回の「アンダー38の会」開催にあた
り、二つの目的を定めました。一つ目は
各世代との交流を通じて理解と連帯感を
深めること、二つ目は同窓会定期総会
への参加を呼び掛け成功へ導くこと、で
す。船越実行委員長のあいさつに続い
て、全員で筑紫中学校の校歌を練習し
ました。ほとんどの参加者は歌ったことが
なかった校歌ですが、ピアノの伴奏とプ
ロの歌手（どちらも38回）のリードによっ
て、まるで音楽の授業のような雰囲気の

中で練習は進み、最後にはみんな大声
で歌えるようになりました。記念グッズの
紹介のコーナーでは、世界一のコーヒー
焙煎士、46回後藤さんによるトークショウ
＆コーヒー試飲や、校歌Tシャツのファッ
ションショー（モデルは全員38回）で大
いに盛り上がりました。また立食形式で
の懇親会だったため、テーブルを超えた
交流も盛んに行われました。世代を超え
て写真を撮り合ったり、様々なテーマの
話に花を咲かせたりと、あっという間に予
定の２時間が過ぎ、最後はみんなで５月
30日の総会の成功を誓い合って閉会い
たしました。

☆「校歌クッキーに効果
あり？！」　� 原　織代
　①卒業生の商品や作品
を紹介・応援する　②総会
にふさわしいオリジナル定番

商品をつくる―この２点をコンセプトに掲
げ、今年の当番幹事グッズ班は始動した。
　①は46回の後藤直紀さん（2013年コー
ヒー焙煎大会世界チャンピオン）がオリ
ジナルブレンドを作ってくれることに決定。
　②は当初〈筑高クッキー〉の復活を
目指すがやむなく断念。そして〈筑高校
歌クッキー〉誕生。１～３番まで１枚ずつ、
校章入りで３枚組。ボリュームも満点。
　二つのセットは、お土産やプレゼント、
はたまた自分用“ほっと一息”にもぴったり。
豊かなコーヒーの香りに包まれながら、わ
れらが誇れる校歌をあらためて一字一句、
文字どおり噛みしめ・味わい、筑高生で
よかったとの思いを深めていただければ
何よりうれしい。
　さらには【定番商品】となり得るか…。
　「校歌クッキーに、その効果あり？！」

近　況 高38
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平成26年度　同窓会費収支決算報告書

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）
科　目 予　算　額 決　算　額 差引増減額 説　　　明

前年度繰越金 2,361,072 2,361,072 0 前年度繰越金
会 費 15,454,400 15,211,700 △ 242,700 入会金＠10,000×434人・月会費＠700×延べ15,531人
雑 収 入 5,528 682 △ 4,846 預金利息

計 17,821,000 17,573,454 △ 247,546
支出の部

科　目 予　算　額 決　算　額 差引増減額 説　　　明
総 務 費 7,270,000 6,808,865 461,135

会　議　費 750,000 681,793 68,207 役員会・常任幹事会・各委員会等
人　件　費 2,900,000 2,836,000 64,000 事務局長・事務局員等報酬
旅　 　 費 810,000 793,020 16,980 各支部総会・役員会・常任幹事会等出席旅費
渉　外　費 850,000 770,400 79,600 各支部総会・各回期総会・学校行事等祝儀
備　品　費 250,000 129,924 120,076 ノートパソコン他
需　用　費 700,000 587,728 112,272 光熱水費・電話代・郵送料・消耗品等
保守管理費 1,010,000 1,010,000 0 システム管理・ホームページ管理・多機能プリンタ保守等

事 業 費 8,750,000 7,548,272 1,201,728
育　成　費 3,200,000 2,510,000 690,000 各支部・各回期育成、東京研修、就活支援等
広　報　費 670,000 617,637 52,363 会報編集経費・会報印刷費等
慶　弔　費 930,000 520,635 409,365 卒業記念品、転・退職記念品料、弔事
定期総会費 700,000 700,000 0 定期総会開催運営費
学校応援費 1,800,000 1,800,000 0 学校・在校生応援、校舎全面改築期成会活動費等
教育支援費 1,000,000 1,000,000 0 教育支援基金へ繰り出し
資料整理費 450,000 400,000 50,000 記念館資料の整理・デジタル化作業費

積 立 金 1,500,000 1,800,000 △ 300,000
積　立　金 1,500,000 1,800,000 △ 300,000 同窓会積立金会計へ繰り出し

予 備 費 301,000 6,830 294,170
予  備  費 301,000 6,830 294,170 　

残 高 1,409,487 次年度への繰越金
計 17,821,000 17,573,454 247,546

収入額17,573,454円－支出額16,163,967円＝差し引き残額1,409,487円
残額1,409,487円は平成27年度会計への繰越金として、福岡銀行大橋支店並びにゆうちょ銀行へ預金中
上記のとおり決算報告いたします。
　　　平成27年３月31日 福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　門　司　　　稔 ㊞
監査の結果適正に処理されており、上記のとおり相違ないことを認めます。
　　　平成27年４月10日 福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　監査　大　坪　一　彦 ㊞
 監査　渡　辺　　　朗 ㊞
上記決算報告は、平成27年５月８日の常任幹事会で承認されましたので報告します。
　　　平成27年５月30日 福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　門　司　　　稔 ㊞

平成27年度　同窓会費収支予算書
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）

科　 目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額 説　　　明
前年度繰越金 1,409,487 2,361,072 △ 951,585

会 費 15,488,000 15,454,400 33,600 入会金@10,000×440人
会費@700×延べ15,840人（1,320名×12月）

雑 収 入 2,513 5,528 △ 3,015 預金利息
計 16,900,000 17,821,000 △ 921,000

支出の部
科　目 予　算　額 前年度予算額 差引増減額 説　　　明

総 務 費 7,100,000 7,270,000 △ 170,000
会　議　費 700,000 750,000 △ 50,000 役員会、常任幹事会、各種委員会
人　件　費 2,900,000 2,900,000 0 事務局長、事務局員等報酬
旅　 　 費 800,000 810,000 △ 10,000 各支部総会・役員会、常任幹事会等出席旅費
渉　外　費 750,000 850,000 △ 100,000 各支部・各回期総会・学校行事出席祝儀等
備　品　費 200,000 250,000 △ 50,000 パソコン・キャビネット他
需　用　費 600,000 700,000 △ 100,000 光熱水費、電話代、郵送料、消耗品他
保守管理費 1,150,000 1,010,000 140,000 システム管理・ホームページ管理・印刷機保守等

事 業 費 8,600,000 8,750,000 △ 150,000
育　成　費 3,200,000 3,200,000 0 各支部・各回期育成、東京研修・就活支援等
広　報　費 650,000 670,000 △ 20,000 会報編集経費、会報印刷費等
慶　弔　費 800,000 930,000 △ 130,000 卒業記念品、転・退職教職員記念品料、弔事等
定期総会費 700,000 700,000 0 定期総会開催運営費
学校応援費 1,800,000 1,800,000 0 在校生応援、校舎全面改築期成会活動費等
教育支援費 1,000,000 1,000,000 0 教育支援基金会計へ繰り出し
資料整理費 450,000 450,000 0 記念館資料の整理・デジタル化作業費

積 立 金 1,000,000 1,500,000 △ 500,000
積　立　金 1,000,000 1,500,000 △ 500,000 同窓会積立金会計へ繰り出し

予 備 費 200,000 301,000 △ 101,000
予  備  費 200,000 301,000 △ 101,000 　

計 16,900,000 17,821,000 △ 921,000
上記のとおり提案いたします。
　　　平成27年５月８日
 福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　門　司　　　稔 ㊞
上記予算書は、平成27年５月８日の常任幹事会で承認されましたのでご報告します。
　　　平成27年５月30日
 福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　門　司　　　稔 ㊞

平成27年度　同窓会積立金収支予算書
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）

科　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額 説　　　明
積  立  金 30,001,121 27,966,010 2,035,111 前年度までの積立金
繰　 入　 金 1,000,000 1,500,000 △ 500,000 同窓会費会計から 1,000,000円
雑　 収　 入 3,879 3,990 △ 111 預金利息

計 31,005,000 29,470,000 1,535,000
 31,005,000円を同窓会積立金として積み立てます。

上記のとおり提案いたします。
　　　平成27年５月８日
 福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　門　司　　　稔 ㊞
上記予算書は、平成27年５月８日の常任幹事会で承認されましたのでご報告します。
　　　平成27年５月30日
 福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　門　司　　　稔 ㊞

平成26年度　同窓会活動記録（本部・各委員会･学校行事関係） 平成26年度各支部・各回等同窓会開催記録　平成26年４月１日～平成27年3月31日

平成26年度　同窓会積立金収支決算報告書
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）

科　目 予　算　額 決　算　額 差引増減額 説　　　明
積  立  金 27,966,010 27,966,010 0
繰　 入　 金 1,500,000 1,800,000 300,000 同窓会会計から受け入れ
雑　 収　 入 3,990 235,111 231,121 預金利息他

計 29,470,000 30,001,121 531,121
支出の部　支出額　 ０　円
収入30,001,121円－支出額0円＝差し引き残額30,001,121円
残額30,001,121円は平成27年度会計への繰越積立金として、福岡銀行大橋支店へ預金中
上記のとおり決算報告いたします。    
　　　平成27年３月31日 福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　門　司　　　稔 ㊞    
監査の結果適正に処理されており、上記のとおり相違ないことを認めます。    
　　　平成27年４月10日 福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　監査　大　坪　一　彦 ㊞
 監査　渡　辺　　　朗 ㊞    
上記決算報告は、平成27年5月8日の常任幹事会で承認されましたので報告します。
　　　平成27年５月30日 福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　門　司　　　稔 ㊞

平成26年度　教育支援基金決算報告書
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）

科　目 予　算　額 決　算　額 差引増減額 説      明
教育支援基金 3,697,408 3,697,408 0 前年度繰越金
繰   入   金 1,000,000 1,000,000
募　　　　金 500,000 873,880 373,880 24件
雑　収　入 2,592 838 △ 1,754 預金利息　

計 5,200,000 5,572,126 372,126
支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

科　目 予　算　額 決　算　額 差引増減額 説      明
教 育 支 援 金 1,500,000 1,000,000 500,000 教育支援実行委員会へ
事 　務 　費 10,000 622 9,378 振込手数料・受領書送付代
残　　　　高 3,690,000 4,571,504 881,504 次年度への繰越金

計 5,200,000 5,572,126 △ 372,126
収入額5,572,126円－支出額1,000,622円＝差し引き残額4,571,504円
残額4,571,504円は平成27年度会計への繰越金として、ゆうちょ銀行へ預金中
上記のとおり決算報告いたします。    
　　　平成27年３月31日 福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　門　司　　　稔 ㊞
監査の結果適正に処理されており、上記のとおり相違ないことを認めます。
　　　平成27年４月10日 福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　監査　大　坪　一　彦 ㊞    
 監査　渡　辺　　　朗 ㊞    
上記決算報告は、平成27年５月８日の常任幹事会で承認されましたので報告します。
　　　平成27年５月30日 福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　門　司　　　稔 ㊞

平成27年度　教育支援基金予算書
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）

科　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額 説　　　明
教育支援基金 4,571,504 3,697,408 874,096 前年度繰越金
繰 入 金 1,000,000 1,000,000 0 同窓会費から繰り入れ
募 金 500,000 500,000 0  
雑 収 入 496 2,592 △ 2,096 預金利息

計 6,072,000 5,200,000 872,000
支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

科　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額 説　　　明

教 育 支 援 金 1,000,000 1,500,000 △ 500,000 教育援助実行委員会から教育支援の要請を受け
妥当と認めたときに支出

事  務  費 10,000 10,000 0 振込手数料等
残 　 　 高 5,062,000 3,690,000 1,372,000 次年度への繰越金

計 6,072,000 5,200,000 872,000
収入予定額6,072,000円－支出予定額1,010,000円＝差引5,062,000円を教育支援基金として積立ます｡  

上記のとおり提案いたします。
　　　平成27年５月８日
 福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　門　司　　　稔 ㊞
上記予算書は、平成27年５月８日の常任幹事会で承認されましたのでご報告します。
　　　平成27年５月30日
 福岡県立筑紫丘高等学校同窓会　会長　門　司　　　稔 ㊞

日付 会合 ・ 行事等 場　　所
26.４.２ 校長等四役へ三役挨拶 校長室

26.４.４ 第１回会報委員会
（会報55号原稿確認作業） 会議室

26.４.８ 入学式 講堂
26.４.11 第１回役員（新旧）会 すし格
26.４.11 監査 会議室
26.４.10 １年生記念館見学 記念館
26.４.13 筑友会歓送迎会 ザ・ヴィラス福岡
26.４.23 第２回役員会 会議室
26.５.10 翔丘祭（文化祭） 学校

26.５.12 第３回役員会・
第１回常任幹事会 視聴覚教室

26.６.７ 定期総会 ホテルニューオータニ博多
26.６.17 第１回教育援助実行委員会 C会議室
26.７.４ 第１回学校評議員会 A会議室
26.７.28 役員（顧問）会 やぶれかぶれ

26.８.１ 校舎全面改築促進期
成会・企画部会 A会議室

26.８.２ 第１回就活支援事業 筑心堂
26.8.5～7 ２年生東京研修 東京

26.８.10 第45回吹奏楽部定期演奏会 アクロス福岡
シンフォニーホール

26.８.21 第２回会報委員会
（55号反省会） 七山

26.９.５ 丘上会役員会 学校

26.９.13 大運動会・
第２回学校評議員会 学校

26.10.８ 第3回会報委員会
（56号編集会議） 会議室

日付 会合 ・ 行事等 場　　所
26.10.11 丘上会総会 福新楼

26.10.14 校舎全面改築促進期成会・
企画部会ワーキング会合 A会議室

26.11.17 第4回会報委員会
（56号原稿確認作業） 会議室

26.11.26 定期総会監査 会議室
26.11.29 第２回就活支援事業 筑心堂
26.12.１ 第４回役員会 会議室

27.１.13 教育長訪問
（校舎全面改築促進期成会） 教育庁

27.１.23 第２回
教育援助実行委員会 C会議室

27.１.24 第２回常任幹事会 福岡ガーデンパレス
27.１.30 教育支援金の授与式 C会議室
27.２.14 第３回就活支援事業 筑心堂

27.２.16 第５回会報委員会
（56号反省会） 木曽路大橋店

27.２.26 校舎全面改築促進期成会・
企画部会ワーキング会合 会議室

27.２.27 同窓会入会式 講堂

27.３.１ 第67回卒業証書授与式・
祝賀会

講堂・
ホテルニューオータニ博多

27.３.６ 第５回役員会 会議室
27.３.７ 第３回学校評議員会 A会議室
27.３.13  I T 委員会 すし格
27.３.20 第３回常任幹事会 視聴覚教室

27.３.25 第６回会報委員会
（57号編集方針確認） 会議室

日付 会合 ・ 行事等 場　　所
26.４.27 定時制部総会 大東園

26.４.27 剣道部新入部員歓迎会
（剣道部OB会） 学校食堂

26.４.29 ラグビーフェステバル
（ラグビー部OB会） 学校運動場

26.５.11 大分支部総会 大分市・壷中の天地
26.５.13 高８回同窓会 八仙閣
26.５.17 二八会（高５回）総会 ホテルニューオオタニ博多
26.６.14 熊本支部総会 熊本市・那由多
26.６.６ 春日市役所同窓会 一品香・雑餉隈店
26.７.11 校内同窓会歓送迎会 いずみ田
26.７.12 筑四回（高４回）同窓会 セントラルホテルフクオカ
26.７.26 丘女会着付け教室 会議室
26.８.26 福岡市役所・筑紫会 平和楼
26.９.26 光燦会（高３回） 天神テルラ・花万葉
26.10.２ 十五夜会（定15回生）同窓会 天神テルラ・花万葉
26.10.４ 丘女会イベント 視聴覚室及び食堂
26.10.４ 福岡若者会（61～66回生） 「FUCCI」
26.10.18 高21回生同窓会 グランドハイアット
26.10.19 関西支部総会 ホテルグランヴィア大阪

26.10.21～22 サンザン会（高10回） 別府
26.10.23 道祖会（中18・高１回）総会 平和楼
26.11.1～2 丘仁志会（高24回） 大丸別荘
26.11.８ 北九州支部総会 リーガロイヤルホテル
26.11.８ イレブン会（高11回） 福新楼

日付 会合 ・ 行事等 場　　所

26.11.８ 丘ふみ会（高23回） ホテルクリオコート博多
４階

26.11.11 九筑会（高９回）総会 木曽路大橋店
26.11.16 定時制部第18回生同窓会 博多サンヒルズ
26.11.21 丘六会（高６回） 天神テルラ・花万葉
26.11.22 首都圏同窓会 目黒・雅叙園
26.11.24 十二会（高12回）総会 寿し栄
26.12.３ 一九会(高２回)同窓会 九電ビル・九ぐら
26.12.13 高29回生同窓会 西鉄グランドホテル

26.12.30 高39回生同窓会 西鉄ソラリアホテル
「トランスブルー」

27.１.２ 高35回生同窓会 三信ホール
27.１.２ 高59回生同窓会 西鉄ソラリアホテル
27.１.２ 高40回同窓会 千年の宴
27.１.３ 高33回生同窓会 福新楼
27.１.３ 高42回生同窓会 八仙閣本店

27.１.３ 高63回生同窓会 西鉄グランドホテル
「プレジール」

27.１.４ 筑吹会（吹奏楽部OB・OG会） 天神テルラホール
27.１.10 高65回生同窓会 西鉄ソラリアホテル
27.１.16 県立学校事務職員・筑友会 木曽路大橋店
27.１.28 大野城市役所同窓会 あき月
27.１.31 高22回生同窓会 天神テルラ
27.２.22 丘友会（定時制部） 大東園

27.２.28 アンダー38の会 西鉄ソラリアホテル
「トランスブルー」


